
26 産 総 研 TODAY 2008-06

目的と効果
空気や水などの環境浄化（空気浄化、水質浄
化、脱臭、シックハウス対策、院内感染防止な
ど）を行うため、有害化学物質や悪臭、VOC（揮
発性有機化合物）、雑菌、病原菌、ウィルスな
どの環境汚染物質を吸着・分解する機能性吸着
剤を開発しました。これは、通常の活性炭など
とは異なり、吸着したものを分解するため何回
も繰り返し使用できるとともに、外観が青く美
しいため、インテリアとしても優れています。

技術の概要、特徴
活性炭は有害化学物質や悪臭、VOCなどを
吸着して環境を浄化することができますが、飽
和すると、もうそれ以上吸着することができ
ません。一方、光触媒は有害化学物質や悪臭、
VOC、雑菌、病原菌、ウィルスなどを水や二
酸化炭素などに分解することができますが、光
がなければ働きません。そこで、活性炭に光触
媒を付けると、光がなくても活性炭が有害化学
物質や悪臭、VOCなどを吸着し、光が当たれ
ば、光触媒がそれらを分解してくれるので、効
率よく環境を浄化できることが予想されます。
しかし、光触媒の活用には、1つ大きな問題が
あります。それは、光触媒は光が当たると有害
化学物質や悪臭、VOCだけでなく、活性炭自
体までも二酸化炭素などに分解してしまうこと
です。

そこで、その問題を解決するために、図1に
示すような、光触媒粒子の表面に光触媒による
分解反応を受けないアパタイトを部分的に付け
たハイブリッド光触媒を開発し、それを活性炭
に付けた機能性吸着剤を開発しました。これは
図2に示すように、外観が青く美しい活性炭に
なっており、アパタイトが光触媒粒子と活性炭
の接触を防いでいるため、活性炭の分解が抑制
され、有害化学物質や悪臭、VOC、雑菌、病
原菌、ウィルスなどの環境汚染物質を効率よく
吸着し、光が当たると光触媒がそれらを分解し
てくれるので、繰り返し使用することができま
す。しかも、図3に示すように、大きな活性炭
を用いた場合、水墨画の岩山のような外観にな
り、環境浄化機能を持った美しいインテリアと
して使うことができます。
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まざまな炭を基材として使うことができ、備長
炭のように密度が高い炭を基材に使うと色調が

図１　ハイブリッド光触媒と活性炭の細孔構造

図２　機能性吸着剤

繰り返し使用できる吸着剤
活性炭とハイブリッド光触媒の組み合わせによる新機能性吸着剤
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濃い青色になり、密度が低い炭を使うと明るい
青色になります。この技術を用いると、アイディ
ア次第で機能だけでなく美しさも併せ持ったさ
まざまな環境浄化製品を生み出すことができま
す。
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図3　機能性吸着剤に
よる環境浄化インテ
リア製品剤


